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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
テ
レ
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
関
係
府
省
連
絡
会
議
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
議
論
は
行
っ

て
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
同
様
の
調
査
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
人
口
実
態
調
査
を
毎
年
度
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
に
お
い
て
も
行
う
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
本

年
三
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
状
況
の
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
同
調
査
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
同
省
に
お
い
て
、
関
係
省
庁
と
密
に
連
携
を
し
つ
つ
、
定
期
的
に
実
施
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
の
た
め
に
、
企
業
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
（
令
和

二
年
四
月
二
十
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
緊
急
経
済
対
策
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
中
小
企
業
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
通
信



 

２ 

 

機
器
の
導
入
等
の
支
援
を
拡
充
（
上
限
額
を
倍
増
）
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
等
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
、

企
業
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
相
談
体
制
を
強
化
す
る
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
厚

生
労
働
省
に
お
い
て
「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
（
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
）
の
拡
充
」
、
総
務
省
に
お
い
て
「
テ
レ
ワ

ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
の
拡
充
」
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
「
中
小
企
業
デ
ジ
タ
ル
化
応
援
隊
事
業
」
等
を

行
い
、
こ
れ
ら
を
含
む
様
々
な
施
策
を
通
じ
て
、
企
業
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
取
組
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
助
成
の
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間
」
及
び
「
支
給
対
象
と
な
る
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
状
況
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、
「
働
き
方
改
革
推

進
支
援
助
成
金
の
支
給
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
（
令
和
二
年
四
月
二
十
八
日
付
け
基
発
〇
四
二
八
第
一
号
・
雇
均
発

〇
四
二
八
第
一
号
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
・
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
通
知
）
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ル
ー
タ
ー
等
に
係
る
借
損
料
等
に
つ
い
て
も
助
成
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 

 
 

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
）
に
つ
い
て
は
、



 

３ 

 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
、
積
極
的
な
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
、
特
に
、
平
日
昼
間
の
時
間
帯
の
通
信
量
を
中
心
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
全
体
の
通
信
量
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
通
信
量
の
増
加
に

よ
る
通
信
の
大
き
な
遅
延
の
発
生
も
含
め
、
国
民
の
利
便
の
確
保
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
た

め
、
特
段
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、
関
係
事
業
者
と
情
報
交
換
を
密
に
行
い
、
通
信
量
の

状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
人
事
評
価
等
の
見
直
し
」
と
い
っ
た
「
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
体
制
の
問
題
点
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、
「
企
業
や
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
相
談
体
制
を
強
化
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
含
む
様
々
な
施
策
を

通
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 


